
コメント：
もうすぐ100周年を迎える諏訪天⽂同好会

⼤⻄浩次(国⽴⻑野⾼専）

第4回「⻑野県は宇宙県」ミーティング 2020/02/22@⼤町公⺠館分室２階講堂



「長野県は宇宙県」と諏訪天文同好会

長野県は、どうして「宇宙県」なのか？

• 多くの天文施設
– 国立天文台・野辺山宇宙電波観測所

– 東京大学木曽観測所

– JAXA臼田宇宙空間観測所

– 電通大菅平宇宙電波観測所 etc.

• 美しい星空
• 多くのプラネタリウム
• 油井宇宙飛行士の出身地



⻑野県の天⽂学⽂化の歴史
「⻑野県は宇宙県」

三澤勝衛

国友一貫斎

諏訪天文同好会創立１９２２年、�２０２２年に日本の天文同好会１００年を祝う会を行いたい！



「長野県は宇宙県」と諏訪天文同好会

長野県は、どうして宇宙県」なのか？

• 多くの天文施設
– 国立天文台・野辺山宇宙電波観測所

– 東京大学木曽観測所

– JAXA臼田宇宙空間観測所

– 電通大菅平宇宙電波観測所 etc.

• 美しい星空
• 多くのプラネタリウム
• 油井宇宙飛行士の出身地

⻑野県に古くから天⽂⽂化が有った

1921年：天文同好会諏訪支部
三沢勝衛（諏訪中学校）

1922年：諏訪天文同好会設立

子供たちを集めて、市民の天文同好会とし
て誕生したのである。

関西派（花山天文台, 山本一清）と
関東派（東京天文台, 神田茂）との交流を

深め、日本における近代天文学の黎明期
から発展期に至るまで強い相互作用を及
ぼしてきた。

長野県は、どうして「宇宙県」なのか？



山本一清と天⽂同好会
各地の支部
北海道支部 1924年10月
東京支部 1925年 五藤
横浜支部 1925年10月
諏訪支部 1921年 三沢勝衛 （＊） 信州教育（初代筑摩県令 永山盛輝）
京都支部 1920－1921
大阪支部 1920年12月
岡山支部 1920年11月
・・・・・

諏訪天⽂同好会 1922年
河⻄慶彦
五味一明、小松竹晴、浜喜代治、小椋恒夫、古畑正秋、牛山悦男、今井正明、

1936年6月18日20時40分 とかげ座新星 五味一明（⿊岩五郎、古畑正秋）
⼈⼯衛星（⻘⽊正博）、オーロラ（今井）、変光星（小城正⺒）、太陽（藤森賢一）、
宇宙塵（樋口八重子）、光電観測（関舜衛）、茅野勝彦、百瀬雅彦

近隣） ⾦森丁寿 1942年のとも座新星の独⽴発⾒ 変光星数万目測
遠藤寿一、⾦森、笠原、丸山、宮島、⽥中、小岩井、今井⾦彦、⽮島敏晴、中沢登



五味一明 1936年皆既日⾷時のアルバムより



五味一明 1936年皆既日⾷時のアルバムより



五味一明 1936年、日本天⽂学会天体発⾒賞の通知書





茅野市 八ヶ岳総合博物館にて



茅野市 八ヶ岳総合博物館にて



（１）⻑野県内の研究施設の基礎知識
（２）⻑野県の地質・地理・植⽣・風⼟
（３）⻑野県の天⽂学⽂化の歴史
（４）各地域（各館）の星空の案内法

「⻑野県は宇宙県」

三澤勝衛

国友一貫斎

諏訪天⽂同好会創⽴１９２２年
�２０２２年に日本の天⽂同好会１００年を祝う会を⾏いたい！


